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莫語 読 解 習 得 過 程 に お け る 母 国 語 の 影 響 に つ い て
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　 第二 言語 （L2）と して の 英語習得 に関する研究 （ESL 鼠esearch ）は理論 的概念や 習得

モ デル等、多くを第
一

需語 （L1）習得 に闘する研 究か ら取 り入れて きた。 しか し、近

無、第一書語習得理論 を単純に 理論的粋組み として 行われた研 究で は なく 、 第二 言語習

得で あるが故 に、もた らされる特徴及 び問題点 に着 圜 しな が ら、新 たな ESL 鼠eading

Research の 骨組みの 確立を 囲指す研曳が求め られて い る （Grabe，
1991；Koda ，

1994）。

例え ば、Koda （1994）は、　 L2 　Reacing　ltesearehが粤慮 しな けれ ばな らない 基本的要因

として 、 （1）L2 学習者の 母国語 における 読解力 、 （2）母 国譖 と L2 との 需語特徴の 相

違 、 （3）読解習得過程 に お ける 鼠ea 菰  と Spea1（諭 g の 能 力差 、 を挙げて い る 。 こ れ ら

の L2　Reading　Research に と っ て 璽要 と思われる課題 は 、　 Ll　Reading 　Researchか ら

生まれた読解習得理論や読解過程モデル に おい て 、 ほ とん ど舞慮されて い な い 。

　本研 究は、Ll　Read 皿 g　Reseawrchにおい て雷われて い る、単語認識能力 の 文 章読 解 に

果た して い る璽要 な役 割 （Stanovich，
1991 ＞が 。　 ESL 　Beading にお い て も見 られ るの か

とい う研 究課 題を念頭 に、Koda が挙げる第二 の 要因、すなわち、母 国語 と L2 との 言

語特徴の 獺違に焦点 を置き 、母 国語の 欝語特徴 が ESL 学 習者の 単語認識 （Word

Reoog樋 £ion）及 び文 章読解 （Readljng　COinprehension）に及 ぼす 影響につ い て 調べ た。

9．爾 究 鬮齣

　 本研究の 囲的は英語読解能力の 高い ESL 豆eader を対象 に、　 ESL 学習春の母国語の

雪語特 徴が英単語 認識及 び文章読解 メカニ ズム形 成 にどの よ うな影響 を及 ぼす のか を考

三
？
・v る こ とで あ る 。 韓 に、莫語を母国語 とすas　Reader と比較 し、高い 英語読解能力 を

持っ Skilled　ESL 　Reader が 、単語 認識 及 び文 草 読解 と い う点 にお いて 、 どの よ うに類

似また は棚違 して い る の か に も注 鬨した 。 　 な お 、本概 究は昨年 の JACET 全 国大会 で

懿表 された 研究、　 「母 国語の 雷譖 特徴が英単語 認識メ カ エ ズム に与え る影響 につ い て 」

（赤松 ，
1994）を さらに発展 させた もの で あ る。

2。研 究 方 法

　被験 者　 卜ロ ン ト大 学 大学院で 挙ぶ留学生の う ち、中国語 （logography）、
ペ ル シャ 語

（alphabet ＞、 日本語 （logography＆ syllabary ）を母 国語とする学生を本研究の 被験者 と

し、各グル ープか ら 16 名ずつ 選ん だ。統制群 （Contx
’
ol　group＞と して 、英語 を母 国語

とする 同大学院の学生 17 名が 本研究に 参加 した 。
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鎹

（1）単語認識 ：　 Word 　Recognltion　Task と して Namlng 　Task が 使われた 。 実験材料

と して 、 英単語 80語 （20 高頻度規則発音単語、20 高頻度不規則発音単語 、 20 低頻度

規則発音単語 、 20 低頻度不規則発音単語）が用い られ 、各被験者の 単語 認識速度が測

定 され た。英単語は普通表示 （Lowercase ：e ．g．，
back

，
　could ）と特殊表示 （Aiternated

case ：e ．g．， bAc鼠 cOuLd ＞の 二 種類の表示 方法で
一

語ずつ 、 コ ン ピュ
ータ ー画面 に示 さ

れた。

（2）文章読解 ：　 各被験者は コ ン ピュ
ー

タ
ー
画面に 表示 され る文童 （100 −120wor δs）を

で きる だけ速くか つ 正確 に黙読 し 、 各文章を読み終わる ごとに表示 され る内容 に関 する

設問 に記暑 で 答 え るよ う指示 された 。 文章は上記の Naming 　Task 同様、普通 表示 と特

殊表示 の二 種類の 表示方法で 示 された。文章の 難易度は三 種類 （Easy ，
　Moderate

，

Diilicult）で 、それ ぞれ の 難 易 度か ら 2 文章、各表示 方法 で 被験 蓄 に示 され た 。 文章表

示 はすべ て 、
コ ン ピ ュ

ーター により制御され、各文章ご との 読解時間と文章理解度が記

録され た 。

3．結 論

　Alphabet 以外 の雷語を母 圜語 （中国語
・H本語） とする ESL 　Reader に と っ て s 蒋

殊表示 が与える影響 は、単語認識及び文章読解の レベ ル で 、Alphabet 言語を母 国語

（ペ ル シャ語）とするESL 　Reader よ りも大 きか っ た。 こ の 結果は 、 母 国語 とは雷語 特

徴の異なる言語で 読解を習得する場合、 「単語処理 」 とい う最も根本的な Bottom −up

Processingの レベ ル で さえ 母 国語の 影響を受 け、そ の 単語処理 メ カ ニ ズ ム の 非効率性が

Top−down と Bottom −up 　Processingの 両方が、よ り Interactiveに働 い て い る文章読解

の レベ ル に まで も影響 して い る こ とを示唆する 。
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Fl6aure f; The  magnitude  ofcase  alternation  in the planned  comparison  (Persian vs.

Chinese and  Japanese) on  lower- and  altemated-case  naming  reaction  time
(Experiment 1) was  significantly  larger fer the Chinese and  the Japanese than  the
Persian.
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Figure 2: The two-way  interaction between  Ll  and  Regttlarity in the  plan:ned
comparison  (Persian vs. Chinese and  Japanese) on  lewer- and  alternated-case
naikxing  response  accuisacy  (Experiinent 1) identthed the superiority  of  the  Persian
over  the  Chinese  and  the Japanese
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Figure 3: The  two-way  interaction between Ll  a:nd  Case  in the planned  compai'ison

(Chinese an         d Japanese  vs.  Persian) of  the composite  score  data (Experiment 2)
showed  that the Chinese and  Japanese  experienced  a Iarger impact  of  case

alternation  on  text reading  than  the Persian.
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